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三　好　　力　ICFの活用に関する一考察：保幼小連携におけるインクルーシブ教育システム
はじめに
2006 年の国連において障害者権利条約が採択され、日本においては 2014 年に障害者総合支援法
が完全施行され、さらに障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）が
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2002 年の調査から 10 年後の調査として文部科学省 (2012) による調査が行われた。この 1,164 校の
52,272 人を対象とした「通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国
実態調査」によれば、知的発達に遅れはないものの学習面又は行動面で著しい困難を示すとされた





















学年別集計では（Table.1）、小学校全体としては 7.7％であり（中学校では 4.0％）、第 6 学年では 6.3％
にもかかわらず、第 1 学年では 9.8％にもなっている。つまり 10 人に一人は、学習面または行動面
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このような教育効果を考えると、「小 1 プロブレム」といわれるように第 1 学年では 9.8％であっ
た困難を示す児童の数は、第 2 学年は 8.2％と 1.6 ポイントも低下しているが、第 3 学年から第 6
学年までの 4 学年に至っては 7.5％～ 6.3％まで 1.2 ポイントの低下しかないのである。いかに小学
校入学ということが児童にとって大きな課題になる時期だということが理解できる。
この問題は、学習面においては「幼小接続」という用語を使用してカリキュラムなどの研究が一




















第 1 学年 9.8%
第 2 学年 8.2%
第 3 学年 7.5%
第 4 学年 7.8%
第 5 学年 6.7%





第 1 学年 4.8%
第 2 学年 4.1%
第 3 学年 3.2%
Table. １　知的発達に遅れはないものの学習面、行動面で著しい困難を示す
　　　　　　とされた児童生徒の学年別集計（文部科学省 2012 より作成）
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その情報共有の基準となるものに国際生活機能分類（ICF：International Classifıcation of 










ICF とは、WHO の国際分類ファミリー（WHO-FIC : Family of International Classifications）
の中心分類一つである。中心分類は国際疾病分類（ICD：International Classifıcation of Diseases）
と国際生活機能分類（ICF：International Classifıcation of Functioning, Disability）、それと現
在 作 成 中 の 医 療 行 為 分 類（ICHI：International Classification of Impairments, Disabilities and 
Handicaps）の 3 つからなり、さらに派生分類と関連分類がある。派生分類として ICD-10 精神お
よび行動障害に関する分類 (International Statistical Classification of Diseases and Related Health 
Problems 10th Revision)、国際生活機能分類－小児青年版（ICF-CY：International Classifıcation 
of Functioning, Disability – Children & Youth version）などがある。中心分類としての ICD の歴
史は長く、すでに 100 年が経過している。改訂を重ねて現在 10 版目の ICD-10 が利用されているが、
近く改訂され ICD-11 となる予定である。2016 年の 10 月には WHO-FIC の会議が東京で開催され
ICD-11 の改訂会議が行われた。
ICF の歴史は ICD に比べると歴史は浅く、2001 年に前身の ICIDH の改訂版として WHO により
採択された。ICIDH は医学モデル（生活機能の低下は、病気や怪我などから引き起こされるもの
であり、その影響が大きいと考える）の疾病と機能・形態障害の因果論に基づく考え方を能力障害
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から社会的不利へと 3 つのレベルによって関係性を示した。障害は機能・形態障害、能力障害、社
会的不利を合わせたものの全体であり、この 3 つのレベルがあるという理論を打ち出したことに
ICIDH の大きな功績があった（上田 , 2005）。また、医学モデルから脱却をはかり社会モデル（生
活機能の低下は、社会という環境によって作られたものであり、その影響が大きいと考える）へと
考え方を拡げたことにも大きな意味があった（Fig.1：ICIDH の図）。ICF はその ICIDH の改訂版
であるが、医学モデルと社会モデルを排他的に扱うのではなくその 2 つを合わせた統合モデルとし
て組み立てられている。








力障害」(disability)、「社会的不利」(handicap) の 3 つのレベルで構成されているものをそのまま中

















上位層にある「健康状態」は WHO-FIC の ICD（国際疾病分類）へとリンケージされることになる。
これら全体を通して包括的にみることにより、その人の生活状況を把握し、その人の置かれている
全体像を観ることができることになる。
Table.2　ICF の概観　（世界保健機関 , 2002 より）
第 1 部：生活機能と障害 第 2 部：背景因子












































などの日常生活動作（ADL： Activities of Daily Living）から買い物や掃除、料理などの家事や職
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「心身機能」は Body の b、「身体構造」は Structure の s、「活動」と「参加」はひとまとめに分類
されて Domain のｄが付けられているが，実際には利用者が「活動」なのか「参加」なのかを分け









第１レベルの項目 d4 運動と移動（walking and moving）
第２レベルの項目 d455 移動（moving around）
第３レベルの項目 d4551 登り降りすること（climbing）
また、その場合内容に合わせて d が a か p に置き換えられることにもなるであろう。
このようにコード化された各項目は、生活機能における問題の程度を問題なし（完全な自立や全

























必ずしも適切な分類を持たなかった。そのために WHO は、2007 年に派生分類として子どもや
青年に対して適切な分類を追加修正した ICF-CY（International Classification of Functioning, 
Disability and Health : children & youth version）：国際生活機能分類－小児青少年版（World 
Health Organization, 2007）を作成した。
ICF-CYについて






厚生労働省（2007）は ICF-CY と ICF との違いとして 4 つの点を上げている。1 つ目は記述内容
の修正と拡張、2 つ目に新しい項目を未使用コードの番号に割り振る。3 つ目が「含まれるもの」「除
かれるもの」の規定の修正。そして 4 つ目に評価点を拡張して発達的側面を含めることである。
例えば、追加項目として ICF では「活動と参加」の「１．学習と知識の応用（learning and 




ている。これは ICF-CY でも ICF でも同じではある。しかし、ICF-CY では以下の項目が追加され
ている。d1200：注意して口で感じること（Mouthing）、口やくちびるを用いて物（もの）を感じ
調べること（Exploring objects using mouth or lips）。d1201：注意して触ること（Touching）、手
や指などの四肢や身体の部位を用いて物（もの）を感じること（Exploring objects using hands , 
fingers or other limbs or body parts）。d1202：注意して嗅ぐこと（Smelling）、鼻に近づけたり、
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鼻を近づけたりして物（もの）のにおいを感じ調べること（Exploring objects by bringing them 
to the nose or the nose　to objects）。d1203：注意して味わうこと（Tasting）、噛み切ったり、噛
みつぶしたり、吸ったりして食物や液体の味を感じ調べること（Exploring the taste of food or 


























年に松村ら（2010）が全国の特別支援学校 1143 校（分校・分教室を含む）に行った ICF および
ICF-CY の認知度・活用状況に関する調査では、ICF は、全体（809 校）の 26％の学校で、80% 以
上の職員が知っているとの回答があり、半数程度の認知度（40％以上 60％未満が知っている）ま
で含めると 61％の学校まで拡がっている。ただし、活用しているかどうかになると 21％（169 校）
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まで低下してしまう。また、その活用方法としては、「個別の教育支援計画（個別の移行支援計画
を含む）において」が 98 校、「個別の指導計画において」86 校、「授業の計画段階において」51 校、「自
































秋草学園短期大学　紀要  33  号（2016年）
―  147  ―
ここでいう SNE とは通常学級を含めた学校教育全体の中で必要なものを指しているとのことであ
る。この SNE 制度の改編に伴い、その一連の手続きの中で教育的ニーズを明らかにするためのツー
















Fig.3　拡大版 ICF 概念図（徳永 , 2010 より再引用）
保育場面でのICF
保育場面での ICF 活用に関しては、特別支援学校の実態調査と同じ活用の仕方が適用しやすい
と思われる。つまり、個別支援計画等のアセスメントと情報共有である。ただし、2016 年 9 月現
在において ICF と保育、幼児教育に関する研究の文献は数が少ない。CiNii で「ICF、保育」で検
索すると重複したものを除くと 9 本しかヒットしない。「ICF, 幼稚園」では 4 本である。対して「ICF、
特別支援教育」だと 53 本、「ICF、介護」だと 191 本にもなる。ICF は、先にも述べたとおり医療
やリハビリテーション、介護だけのものではない。文部科学省も活用の例を示しているとおり（文
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く支援が期待される。
堺ら（2013）は ICF-CY を幼稚園教育において活用するための手がかりを模索するために、幼稚
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